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はじめに

「想定外」の常態化～災害発生時における歴史文化の災害対策が課題

◆自然災害の多発化・多様化



はじめに

・水害との対峙：施設への被害、資料の汚損・破壊･･･

→中長期的対応を見据えたマネジメントの必要性

◆自然災害の多発化・多様化

救済

乾燥・整理

クリーニング

一時保管

「レスキュー」の実践



はじめに

・実践事例の蓄積：具体的な技術・手法が提起

→多様な技術を活用する上での課題と可能性

◆自然災害の多発化・多様化



1．災害多発期の資料保存

・文化財防災センター（2020～）：全国規模でのネットワーク構築

◆災害対策に取り組む主体の多様化

※国立文化財機構「東北地方太平洋沖地震被災文化財等救援委員会」（2011～2013）

→「文化財防災ネットワーク推進事業」（2014～2020）

救援委員会の枠組みを継承・発展

多様な資料を対象とした包括的なネットワーク



1．災害多発期の資料保存

・博物館、図書館、文書館等：機関の特性に応じた資料への対応

◆災害対策に取り組む主体の多様化

・大学、資料ネット等：地域的ネットワークの構築

大学共同利用機関法人
人間文化研究機構（国立歴史民俗博物館）による取り組み（２０１７～）

・地域社会の歴史文化を継承
→歴史文化資料の調査・保存・活用

・各地の大学等が推進する取り組みを 支援・連携



◆活動実践の蓄積

活動紹介の広がり：各活動主体による報告が具体化

※特に2011年東日本大震災以降、救済方法や技術紹介が活発に
→「文化財防災」、「資料救済」、「レスキュー」の実践を共有化する潮流

「応急処置」＝「本格修理までの間をつなぐための処理」〔日高 2015〕

→修理を伴わない行為：専門的な技術を必ずしも必要としない

⇒現場作業として実施可能な範囲、ボランティア活動との協働が可能

“「文化財レスキュー」とは、被災時の文化財救出活動のうち、

主に動産文化財等を対象として、被災地から救出・輸送し、

保管（一時的な保管を含む）し、必要な応急処置をするところまで”
〔建石徹「文化財レスキューとその活動」（『入門 大災害時代の文化財防災』同朋社、2023年〕



「レスキュー」



①事例紹介

・レスキューの取り組みを紹介：発災～対応～成果と課題を報告

→実践事例の蓄積･･･経過と構成員、対象資料の状況などの紹介

ex. ・博物館・文書館・図書館等による活動報告

→施設の被災対応、館が主体となった活動

・大学・資料ネット等による活動報告

→被災地域での活動

・参加記：救出・クリーニング等

→被災地におけるレスキューの状況



②マニュアル製作

・活動実践を踏まえた救済方法のマニュアル化

→古文書、図書、写真等を中心とした資料への対応方法を具体的に紹介
必要な道具の紹介、行程、NG事項等

https://ch-drm.nich.go.jp/db/media.html文化財防災センター 歴史資料ネットワーク https://siryo-
net.jp/%E8%B3%87%E6%96%99%E3%81%AE%E4%BF%AE%E5%BE%A
9%E6%96%B9%E6%B3%95/



◆事例・マニュアルの活用と課題

「「知っていた」つもり」：提示された内容と直面する事態とのギャップ〔石田 2020〕

※2018年西日本豪雨時～マニュアル・先行事例をもとに対応を試みた際に顕在化

マニュアルや活動報告による学習～「レスキュー」に対する認識の広がり

→多様な読まれ方をする先行事例

・知識の固定化：「○○法」など特定の技法に対する「信仰」

・先行事例の背景は共有されているか？

→対象資料の状態・規模、実践者の専門性、従事する人数、時間...



◆事例・マニュアルの活用と課題

「「知っていた」つもり」：提示された内容と直面する事態とのギャップ〔石田 2020〕

・情報を増やせばいいのか？

→細密化されることで例外案件が増大

・対象を限定する？

→公開される情報への制限はほぼ不可能

発信側⇔受容側：ギャップを埋めるためには

提示される報告・マニュアルをいかに読み解くか

多様な方法・技術・専門家を直面する事態のなかでどのように活用するか

専門家・専門知をめぐるコミュニケーションという課題



【資料保存のコミュニケーション】

◆資料保存における専門家・専門知のあり方を考える

ワークショップ：資料保存（災害対策）をめぐるコミュニケーションの場

・経験を検証→共有

・備えとしての学び

2．資料救済訓練の現況



◆資料救済を想定したトレーニングとしてのワークショップの多様化

①啓発型WS

・実施主体：資料ネット等

→地域社会における担い手養成

・目的：活動への関心を喚起

→わかりやすさ、関わりやすさ

・内容：身の回りの道具類での実践



◆資料救済を想定したトレーニングとしてのワークショップの多様化

②技術訓練型WS

・実施主体：各種専門機関等

・目的：技術者養成

→災害対応を想定した技術訓練

・内容：具体的な技術紹介・実践



◆資料救済を想定したトレーニングとしてのワークショップの多様化

③行動計画型WS

・実施主体：各種専門機関等

→博物館協会など相互連携団体

・目的：緊急時における連絡等

→行動計画の策定・訓練

・内容：緊急連絡など

→初期対応を想定した確認



災害対策におけるマニュアルの読み方を考える

・ケースバイケースが多すぎることへの対応

→どのポイントでいかなる専門性や方法が必要になるのか

  各地の対応例（成功例・失敗例）やそれを基にしたマニュアルの活用法の検討

【資料保存のコミュニケーション】

◆資料保存における専門家・専門知のあり方を考える



・マネジメントを考えるトレーニングの必要性≠技術・技法習得の訓練

→災害対応マネジメント･･･「レスキュー」の実務者養成

ex.現状の把握→到達点の設定→目標に向けた行程の考案

→認識の共有→実践・再検討

⇒「レスキュー」の到達点＝応急処置・一時保管に向けた
一連の行動を遂行するための訓練

【資料保存のコミュニケーション】

◆資料保存における専門家・専門知のあり方を考える



3．課題検討型ワークショップの可能性

◆「「知っていた」つもり」と向きあう

 地域や被災状況、活動主体によって対応法は流動的

→資料救済の考え方と準備を検討、現場での実践に備える技術訓練

多様な担い手が参加可能な活動の場を設定～連携の可能性を探る



（1）考え方をすりあわせる場としてのWS
・経験や知識を一方的に押しつけない：地域や被災状況、立場によって対応法は流動的

→何をどこまでしたいのか、そのためには何が必要か

（２）失敗を経験する場としてのWS
・実際の作業現場では失敗できない～成功例・模範例を学ぶだけで良いのか？

→参加者が保有している情報・技術のみで試行錯誤し、

失敗・成功の結果を考え合う

「レスキュー」のマネジメントを考えるためのワークショップの模索



災害時を想定した資料保全シミュレーションワークショップ

（２０２３年９月７日 宮崎県高鍋町など）



①課題設定



②考察



③議論



濡れた状態での扱いづらさを体験～失敗を経験

→「レスキュー」の考え方･･･知識・経験を活用する方法を学ぶ

過去の対応事例を紹介し、

WSで実施した作業は全体のなかでどの段階に

位置するものかを確認して終了



◆経験値を検証する

自然災害対応は多様：被災程度、対象資料、作業人員、時間的猶予...
→特定の知識・経験に限定せず、状況に応じた行程の設定、技術選択の必要性
到達点・目的に向けた認識の共有～作業設定の考え方を協議すること

【ワークショップのねらい】



◆いくつかの気づき

・「レスキュー」経験の諸相：多様な災害現場の発生による作業経験者の増加

→立場によって作業や技術の捉え方に差

ex. 現場統括者、定期的な作業従事者、ボランティア・派遣等による限定的参加者...
・専門分野による作業方針の差：優先事項、到達点など

→何をどのように救いたいのか

ex. 保持すべき情報、目標とする対象物の状態、留意点...

多様な「差」の認識と共有

災害現場におけるコミュニケーションを考える一助になるか



おわりに

◆「担い手」の多様性

現場統括・作業参加・技術支援...立場に応じた災害対応への参画
→人材育成の手段も多様であるはず
ネットワークという潮流から考える

→多様な立場、業種が協働するための認識（共通言語）の必要性
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